
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 5月 15日(金)。3時間目・4時間目に 4年生が「ミンナノワタプロジ

ェクト」の学習を行いました。 

 講師として、安樂岡様、後閑様をお迎えし、綿や館林紬、館林の歴史

についてお話を聞きました。 

 講義では、昨年度収穫した綿花から取れたワタを見せていただきな

がら、綿がどのように育ち、どのように糸や布へとつながっていくのか

を学びました。児童は、実物に触れたり、講師の方の話に耳を傾けたり

しながら、館林の歴史や文化を身近に感じていました。 

 その後、児童は実際に綿の種まきにも取り組みました。小さな種を手

にしながら、「本当に綿ができるのかな」「どんなふうに育つのかな」と、

これからの成長を楽しみにする姿が見られました。 

 今回の学習は、植物を育てる活動であると同時に、地域の歴史や人

の思いに触れる学習でもあります。これから４年生は、綿の成長を観察

しながら、館林の魅力や地域とのつながりについて学びを深めていき

ますので、ご支援、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 5 月の学校生活が進む中で、児童の姿にも少しずつ変化が見られるようになっ

てきました。大きな声で発表する姿や、元気に活動する姿はもちろん目に入りや

すいものです。一方で、すぐには目立たないけれど、大切な成長もあります。 

 例えば、困っている友達にそっと声をかけること。自分の考えをノートに少し

書き足すこと。係や当番の仕事を、誰かに言われる前に始めること。休み時間の

後に、気持ちを切り替えて席に着くこと。こうした小さな姿の中にも、児童一人

一人の成長が表れています。 

 学校では、結果として見える力だけでなく、そこに向かう途中の姿を大切にし

たいと考えています。すぐに正解にたどり着くことだけでなく、考え続けること、

関わり続けること、もう一度やってみること。その積み重ねが、学びや生活の土

台になっていきます。 

 児童の成長は、ある日突然大きく変わるというより、日々の小さな経験の中で

少しずつ育っていくものです。だからこそ、私たち大人も、目立つ成果だけでな

く、見えにくい努力や変化に気付き、言葉を添えていきたいと思います。 

 児童の成長は、目に見える成果だけでなく、毎日の小さな選択や、何気ない一

歩の中にも表れます。そんな見えにくい成長にも気付き、そっと言葉を添えられ

る学校でありたいと思います。 

『日々』の中に育つ力 

第３回 

地域とつながる学びミンワタプロジェクト ！ 

 

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/school/sho.daigo/ 
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- Go forward together! - 
安心して学び、安心して挑戦する一年へ！ 

館林市立第五小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

   

  今回の五小Webアーカイブでは、4月後半から 5月にかけて

の学校の様子を紹介します。 

 地域のよさに触れる学習、校庭で体を動かす活動、スマートフォ

ンやネットの使い方を考える安全教室、6年生による取材活動、家

庭科での心温まる交流など、五小の学びは様々な場面へ広がって

います。 

 写真や記事から、児童が学び、動き、考え、伝えようとする日々

の姿をご覧ください。 

 五小の歴史・思い出を募集しています！ 

 第3号では、「五小の歴史・思い出」募集に

ついて一部お知らせしました。 

 今回掲載しているポスターは、赤羽公民館

にも掲示していただいており、公民館でも

情報提供を受け付けていただけます。 

 昔の写真や思い出、学校にまつわるお話

などがありましたら、学校または赤羽公民

館までお寄せください。 

 第5号では、6年生の『修学旅行特集』を予定し

ています。 

 鎌倉方面、東京方面での見学を通して、歴史や

文化にふれる学び、友達と協力して過ごす時間、

公共の場での行動など、修学旅行には教室では

得られない学びがあります。 

 小学校生活の大切な二日間の様子を、写真とと

もにお届けします。 

が行われました。 


